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Orisins Space Telescope (OST)は、米国の 2020年の decadal surveyに向けて検討が進められている 4つの大
型旗艦ミッションの一つであり、冷却望遠鏡を用いた大型の遠赤外線ミッションとして、2016年以降 STDTの
枠組みで検討が実施された。2019年 2月の最終検討報告書完成に向けて、Concept 1検討 (2017年秋季年解で報
告)に引き続き、詳細なコスト評価に基づき、2017年 10月以降、Concept 2検討 (2018年秋季年会で報告)が実
施され、主鏡直径 5.9mの冷却遠赤外線望遠鏡ミッションとしての検討を実施した。さらに、Concept 2検討の結
果をベースに、2018年 9月以降に、更なる Descope Conceptの検討と装置の最適化を実施し、最終報告書に記
載するBaseline ConcpetおよびUpscope Concpetを決定した。JAXAがNASA/Amesと共にリードしている中
間赤外線観測装置MISCは、Concpet 2において検討した２つの主要機能のうち、波長 3-20µmをカバーし数時
間から数日のスケールで<5 ppmの安定性を実現するMISCトランジット分光装置は Baseline Conceptとして、
もう一つの波長 5-28µmをカバーし撮像および低分散分光機能を有し OSTにガイダーとしての役割を提供する
MISC広視野撮像分光装置はUpscope Conceptとすることが決まり、その結果を受けて最終報告書の担当部の執
筆を行った。本発表では、最終報告書に記載するMISCのBaelineおよびUpscope Conceptにおける装置検討の
概要とOSTの検討の最新進捗を報告する。


